








小 野 延 雄
第8回 の南極観 測実 施責 任者評議 会　(COMNAP)　と南
極設営 及び行動 に関する常 置委員 会(SCALOP)の 合同
総 会が,連 合王 国ケ ンブ リッジのケ ンフ刃 ッジ大学で,第
24回南 極研究科 学委 員会 〔SCAR)総会の第1週 にあた
る1996年8月5～9LIに 開催 された,わ が国の 南極観測
実 施責任者 は文 部省 の学 術国際局 国際学術 課長 と国立極
地研 究 所長 の2名 で あ るが,所 長 の代 理 と して私 が,
SCALOP代表の 白石和行教授 と共に出席 した,　COMNAP
に加盟 している29か 国の うち,25か国が出席 し,エ クア
ドル,ペ ル ー,パ キス タン,ウ クライナが 欠席 した.
今回のCOMNAP/SCALOP合同総 会では,環 境保 護に
関する 南極.条約議定 書の賠償責任 に関す る附属書へ の対
応,今 回初 めて 開催 された環境問題担 当官 の 会合,観 光
や非政府活 動 によって もた らされ る環境 問題 との関 わ り
な ど"環 境"が 話題 の中心で あった,
賠償1モ任 附属晋 では,そ の草稿 をもとに,賠 償 を要す
る破壊 活動 を誰 が どう認定す るの か,南 極観測 と観光活
動 を同 一一に論 じてよいのか な どを論議 した,対 応が難 し
い ので 今回はCOMNAP声 明は出 さず,　SCARと歩調 を
合 わせ て対'処す る こ とにな った.南 極条 約協 議 国会議
(ATCM)の作業委員会 に出席 してCOMNAPと の連絡 に
当 たってい るHeywoed　(英)を 長 と し,　Kohnen　(独),
Chang　(米)の3人 か らな る賠 償責 任関 連作 業部 会 を
COMNAPの 中 に・新設 した.
南極環境 問題担 当官ネ ッ トワーク　(AntarcticEnviron-
mental　Officers　Network:　AEON)の 会合では,第20回
ATCMで 課題 とされた各国南極 観測 の環 境問題担 当者 の
ネ ッ トワー クが 設立 され た.南 極環境 問題 ネ ッ トワー ク
(AntareticEnvh・onmentalNetwork:AEN)　と称 し,現 実
的,技 術 的な環境 問題 や環境議定書についての相互理解,
実 際の応用 な どを情報交換 のテーマ として,会 合 よりも
電子 メー ルを通 じて活動 する.既 設のAMEN　 (Antarctic
Managers　Electvonic　Network)のwwwホー ム ページの
中 にAENの ペ ー ジ を 設 け る.　AENとCOMNAP　 /
SCALOPと の 連絡 調 整 に 当た る ため,　COMNAPと
SCALOP各1名,環 境問題担 当官3名 か らなるEnviron-
mental　Ceordinating　Group　(ECG)　を設け,　COMNAP
の中に はG.Wratt　(ニュー ジー ラ ン ド)を 委 員長 とす る
COMNAP環 境委員会 を新設する ことが決定 した.
観光や非政府活動 の問題で は,国 際南極 観光実施協議
会(IAATO)の 代表が出席 し,報 告や情報交換 な どに加
えて,各 種 の安 全上,医 療上 の対 策の検討 を続 けるこ と
が報 ・告 され た,　ATCMか ら要請 の あ ったCOMNAP　/
SCALOPと観光業者 との共存協力関係 は進展 しつつある
との印象 を受け た.　COMNAPは,　Me|ander　(スウェー
デ ン)を 長 とす る,観 光 や非政 府活動 につ いての作業 部
会 も発足 させた.
SCALOP主催の第7回 設営 シン7ドジウムは第2・3日
目に開かれ,研 究支援 のた めの リモー トセ ンシング ・衛
星利用,深 層掘削技術,オ ペ レー シ ョン ・設営 ・研究 支
援 におけ る最新技術,エ ネルギーの効率的 利用,廃 棄物
処理や環境保護 のための有効技 術,研 究計 画実施の オペ




計画委員会の最終報告があ り,　COMNAPは その報告 と勧
告 を原則的 に承認 した,新 たなADM合 同委員会のCOM-
NAPメ ン バ ー と し て,　Mario　Zucehelli　(伊)と
Juan-RamonVeliead　(スペ イン)が 指名 された.
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COMNAP憲 章 の草稿検討 グル ープをA.Karqvist　(ス
ウェーデ ン)を 長 として設 けるこ とになった.
今後 の体 制 と して,　J.Sayers　(豪)を 次期のExecutive
Secretaryに選んだ.1997年9月から就 任 し,ホ バー トに
事 務局 を置 き,タ ス マニ ア州政 府 が運営 す る.次 期の
COMNAP委 員長 には,　G.Wratt　(ニュ ジーラ ン ド)が 選
出 され,1997年か ら勤め る.
来年のCOMNAP/SCALOP合同総会は,1997年8月25
～29日,ケ ープタウンで開催 され る.1998年の開催地は,
第25回SCAR総 会 とあわせて,チ リの コンセプ ションが
候補 に なって いる.ま た,来 年5月 に クライス トチ ャー
チ で開催 され る第21回ATCMの 際 に,そ こに出席 したメ
ンバーで非公式の会合 を開 きたい との話が ある.
今 回COMNAPに 初 めて出席 した印象は,　IGYか ら40
年,南 極条約か ら35年を迎 える今 日,環 境保護 に関する
南 極条約議定 書 の発行 を目前 にひかえ て,南 極 観測 と環
境 問題,南 極 と観 光の問題 な ど,国 を超 えての対応 を要
す る時代が そ こ まで来 ている ことを強 く感 じた.自 然科
学 者だ けでな く,設 営や環境 の専 門家が 同席 し,南 極観
測 を論 じる会合が増 えているので,わ が国 もこ う した設
営 や環境 の関係者 が定期的 に出席 して積極 的な貢献 をす
る ことが望 まれ る,21世紀の南極 は,地 球 と人類 を考 え
るモデルケー ス として重要 な場 となるであろ うか ら,
(筆者:国 立極地研究所企画調整官)
第24回 南 極 研 究 科 学 委 員 会 総 会(Scientific　Corn・
mittee　on　Antarctic　Research;　SCAR)に 参 加 して
内 藤 靖 彦
第24回 のSCAR総 会が平 成8年8月4日 か ら16日の
間,連 合王国 のケンブリッジ市 で開催 された.総 会は2年
に一度開催 され,南 極の研 究活動 を各国代表 に よ り検討
する場で あ り,ま た条約協議 国会議か ら回答 を求め られ
てい る種 々の課題 を検討す る場 であ り,さ らに,同 時平
行 して第8回 南 極観測実施責任者評議会(CouncilofMan-
agers　of　National　Antaretic　Programs;　COMNAP)　,　また
その下で 活動 する南極設営 及び行動 に関す る常 置委員会
(SUmding　Committee　onAntat・ctic　Logistics　and　Opera-
tions;SCALOP)　も開催 されるため,こ れ らの組織 との協
議 を行 う場 で もあ り,南 極 に関す る多数 のこ とが検討 さ
れる とい う意味 で重 要な会議 となってい る.
第24回総会は,国代表の委員からなる専門分野 ごとの
8つの常置作業委員会(太 陽地球科学,大 気化学,雪 氷
学,固 体地球科学,地 理情報,地 質学,生 物,医 学)お
よび,特 別の課題に対応するための7つ の専門家グルー
プ会議が第1週 に,国 代表 による総会が第2週に行われ
た.　SCARの会議以外に,　SCARの活動 と密接に関係す
る会議 も同時 に開催 された.各 国の南極観測の実施機関
の責任者による会議(COMNAP)や設営の専門家による
会議　(SCALOP)　も同時に行われた,さ らに,　SCALOP
の シンポ ジウム も開催 された,こ れ ら会議 へ の日本か ら
の参加者は,常 置作 業委 員会に佐 藤,福 西(東 北大),小
川(名 大),渡 辺(興),神 沼,吉 田(立 正大),白 石,神
田の諸先生及び筆者が参加 した.
今 回の総 会の主要 な議題 は,南 極環境保 護問題,地 球
環境 問題へ の対 応な どで ある.こ のほか,今 後重要 にな
る と思 われる新 しい科学的研 究課題 として,ボ ス トー ク
氷床湖 の問題 も大 きな話題 とな った.南 極 環境保 護の 問
題 は,条 約協議 国会議ですで に合意 されてい る南極環境
保護議 定書 の追加処置分 と して議 論 されている賠 償責任
制度 である.南 極の無垢の 自然を いか に保護す るのか を
議論す る中で,環 境 を破壊 した場 合の賠償 制度 につい て
の議論 である,　SCARは,条 約協 議国 会議 か ら意見 を求
め られていたこの問題 につい て,今 回 の会議 では国際法
の専 門家を招いての講演 まで 行い,実 際上 の観 点か ら議
論 を行った.既 に環境保護議定書 では,南 極で新 た にオ
ペ レー ションを実施す る場合や新 たに基地 を設ける場合 ,
環境アセスメン トの実施が義務づけ られ,ま た廃棄物,汚
物 の持 ち帰 りも義務づけ られ るこ とになってい る.今 回
は,さ らに環境 を破壊 した場 合の賠償問題 に まで議論 が
発展 して きている,今 総 会で は,法 律家の法理論 と研 究
者の現実論 とが噛み合わずSCARの 意見は最終的 には会
期 中に まとめる ことは困難 とな り,作 業委員 会 において
継続 して議論 される こととなった.環 境保護問題 と して
はこのほか,南 極特別保護 区域(ASPA)等 における管理
計画案 が科 学的観点か ら議論 され,ド ライバ レー地 区 を
含 む5か 所の管理計画案 が認 め られ,国 内委員会 を通 じ
て各 国政府 にはた らきか け条約協議 国会議で承認 を得る
ように勧告 がな された.管 理計画案 は今後,南 極環境保
護議定書が発効す ると,特 別科学的 関心地区(SSSI)を
含め既存のすべての保護地域がASPAと なるため,今 後
ここで議論 された管理 計画案 は議定 書の も とで法的拘束
力 を有す るこ とになる.今 後 は,研 究のためであ って も
自由に立 ち入るこ とは許 されな くな る.わ が 国が設定 し,
承認 され てい る雪鳥沢の特別科学的 関心地区(SSSI)に
つい ても早急 に管 理計画案 をま とめ る必 要が ある.
今総会 にお ける科 学的活動 の 中心 の課題 はSCARが
IGBPに対応 してまとめている南極地球規模環境変動研究
計画(GLOCHANT)の 取 りまとめである.1988年以来,
ICSUがIGBP計画 を中心 課題 と して取 り上 げて以来,
SCARはGLOCHANT計 画 を最重要課題 と して取 り組 ん
で きた.こ のため,　SCARは世 界中か らこの分野の専 門
家を招請 し,　GLOCHANT専 門家 グループ を設立 した.
専 門家グルー プは既 に3回 の会議 を開催 し,計 画の実施
案 の作成に取 り組 んで きた.そ の結果,東 京での 第3回





and　Sea　Level)　計 画,及 び今 後研 究計 画 を検 討 す る
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ANTIME　(Antarctic　Sedimentary　Record　of　lce　Margin
Evolution)　計画等 を承認 した.ま た,大 気関係の ように,
重要な地球規 模環境 変動 にかか わ る研 究課題 は多 くある
が,既 にWCRP等 の別の計画 として国際的に取 り上げ ら
れ て い る 課 題 は は ず され る こ と と な っ た.こ の他
GLOCHANT関係で は,1997年7月ホバー トにおいて南
極の地球 環境変動 問題に 関す るワーク ショップ を開催す
るこ とも認 めた.さ らに,　GLOCHANTプ ログラムオフ
ィスをオース トラリアの ホバー トに設置する件やIGBPの
RRSやSTARTに つ いて も議 論 した.ま た,　SCARが取
りまとめて いる種々の研 究 プロジェ ク トと他の国際機関
との関係調 整,協 力連携 につ いての検討が なされ,特 に
南 大洋の研究課題 についてはSCORと の意 見調整 を行 う
必 要が認識 され,　SCAR・SCOR作業委 員会を設置 するた
めの働 きか けを行 うことが認 め られた.
ボス トー ク氷床湖 の話 題 は,既 にネイチ ャー誌 にも発
表 され,わ が国 の新 聞等 で も報 道 され ご存知 の方 も多 い
と思 われるが,甫 極 が いかに未知の大陸で あるか を示 す
夢 のある話であ る,ボ ス トー クは南極点 に近いロ シアの
内 陸基地で,氷 床 深層掘削 を行 っている基 地 として知 ら
れている,氷 床 圧力 に よる融解理論 とア イス レー ダ観測
か ら,こ の厚 さ4000mの氷 床の下 に,大 きさがバ イカ ル
湖 に匹敵す る深 さ200mの湖が存在するという仮説 が,ロ
シア,英 国の研 究者 に よ り出されたのである.現 在その
存在は 間違 い ない もの として,氷 床 湖研 究 をいか に進め
るかが検討 され,ボ ス トー クの深層掘 削は湖直上で中止
し,無 菌 的掘 削や採 水 を可能 にする技術開発 を行 うこと
が合意 された,ま た,ボ ス トー ク以外に も小規模 な氷床
湖 はい くつ もす る存在す る可能性 があ り,掘 削採水は小
規模 の湖 で,先 ず実施す る ことも合意 された.も し,氷
床湖か ら何十万年 も隔 離状態の生命が見いだ されたら,地
球科 学の みな らず,生 命科 学の面か らも興味 ある課題 と
な る,今 後は国際協力 に よ り研究計画が検討 されで あろ
う.
今 回の総会では,次 回1998年の25回総 会がチ リの コン
セ プシオンで 開催 され るこ とが確認 され た.ま た2000年
の第26回総 会の開催 は,わ が国でおこな うことが決定 さ
れた,内 々にわが 国での開催 を打診 され,実 施 の可能性
を検討 し,わ が 国へ の招請 を行 うことで臨み,最 終的に
開催 を引 き受 けるこ ととなった.今 後準 備 に追われる こ
とになるであろ うが,関 係 者のご協 力をお願いする.
(筆者:国 立極地研究所研究主幹)
SCALOPケンブ リッジ会合
白 石 和 行
毎年,　COMNAPと 同時に開か れる ことにな って いる
SCALOP　(南極設営 及び行動 に関する常置委員会)は 第
8回目を迎え,議 長 も3代 目のE.チャン氏(米 国)に 変わ
った,従 来,　SCALOPに設 けられ ていた作業委員会は航
空 オペ レー ショ ン,設 営 シンポジウムの二 つの委 員会を
除 き,お おむね任務 を終 えた として いったん解散す る こ
とにな った.今 回の会期 中は,　SCALOPはすべてCOM-
NAPと の合同会合で案件 の討論をお こな ったので,そ の
報告 はCOMNAPの 小野代表 にお まかせ す る として,こ
こでは設営 シンポジ ウムの印象 と航 空オペ レー ション作
業委員 会の議題 を中心に報告す る,
設営 シンポ ジウム
第7回 設営 シンポ ジウムは第2,3日 目に開か れ,以 下
のテーマに添 って28編の論文が発表 され た,後 日プロシ
ーデ ィ ングスが印刷 され る.わ が 国か らは,本 研究所観
測 協力室 の大塚英 明係長が,ド ームふ じ基地 にお ける衛
星通信 について,口 頭発表 をおこな った.
・研究 支援 のための リモー トセ ンシングと衛星利用
・深層掘 削技術
・オペ レーシ ョン,設 営,研 究支援 におけ る技 術上
の顕 著 な進展
エネルギーの効率 的利 用
・廃棄物処理や環境保護 のため に有効 な技術
・研究計画実施のための オペ レーシ ョン面 での協 力
近年,南 極大陸奥地 の基地の建設,維 持,補 給 や陸上
輸 送に関心が たか まってお り,わ が国の ドー ムふ じ基地
の ノウハ ウが注 目 されてい る,こ の方 面では我 が国はみ
ずほ,あ すか と続 けて きた実績が あ り,各 国 か ら一 目 を
置かれてい る とい って もよいだ ろ う.今 回の大塚 係長 の
発表以外 にも,も っ と発表すべ き題 材があ ったのでは な
いか と悔 や まれる.
ドイツはこの数 年,旧 東 ドイツが使 って いた シーマ ッ
八一 ヒルの基 地を撤去す る作業 を行 って きたが,昨 シー
ズンで完了 した として,撤 去作業 その もの の環境影響 評
価 と ともに基地跡 の今後の環境へ の影響 を報 告 した.何
年 に もわたって住 みついて いた基地の後始末 を現在議 定
書で求 め られてい る程度 に まで原状復帰 させ る とい うの
は至難であ ることが痛感 させ られた.
航空 オペ レーシ ョン作 業委員会
航空オペ レー ション作業委員会(議 長 はJ.ホー ル氏,英
国BAS)で は 日本は正式 メンバ ーで はないため,オ ブザ
ーバー として参加 した.他 のオブザ ーバー と して,ア ド
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ベ ンチ ャー ネッ トワー ク　(ANI,カ ナ ダ),ヘ リコプター
ズ　(NZ),　BASの チー フパ イロ ッ トも参加 した.委 員会
では今後 もこう した運航実施者 の オブザ ーバー参加 を積
極 的に認め るこ とにな った.
この委 員会 は従 来,南 極半 島地域の ような飛行経路が
比 較的錯綜 す る地域 での飛行や安 全の情報交換 の場であ
ったが,そ の成果 として昨年発行 された飛行情報 マニ ュ
アル(AFIM)が 各国から高 く評価 され,今 後 も改訂 に努
力 する こ とが決め られた.い っぽ う,最 近で は南 極大陸
全域 や南極 と他の大 陸 を結ぶ航空網 の実現 に も期 待が高
まって きた.そ の結果 としての1995年の航空網 ワークシ
ョップでの議 論 に引 き続 き,今 回 も東南極航空網 の設立
に努力す るこ とが確認 された.
その積極的 な推 進者 であ るロシア南 極観測 隊本 部次 長
のV.ク ロコフ氏 よ り,　ANAREと 共 同で昨シーズ ンに東
経60～120'の あいだで滑走路の選定調査 を した結果 が
報告 され,ケ ーシー基地 と ドゥルージナやIV基 地付近が
有望 である こ とが示 された.こ れ を受 けて,ケ ープ タウ
ン～ノボ ラザ レフス カヤ ～昭和～ ドゥルージナやIV～ ケ
ー シー～ホバ ー トといった飛行 ルー トを想定 した場合 の
可能性 を探 る ワー キンググルー プが結成 され,豪,ロ シ
ア,イ タリア,フ ランス,中 国,日 本が関心 を示 した.昭
和 基地 が他の大 陸 と航空路 に よって結 ばれる ことの意義
は はか りしれ ない.ク ロコ フ氏か らは極 地研 が保有す る
気 象や雪 氷の デー タだ けか らで もで きる研究 か ら始め よ
うとの提 案 を受 けた.ワ ーキ ンググルー プでは こう した
デー タを集め て,報 告書 をつ くるこ とになった.
これ に関連 しANIのA.カ ーシ ョウ代表 より,　ANIの
設 定 した,ノ ボ ラザ レフスカや付 近の青氷上 の滑走路の
紹 介がな され た.今 年の12月 ～1月 にケー プタウンか ら
C-130による4フ ライ トの飛行が予定 されてお り,昨 シー
ズ ンに行 われた現地 調査 報告 が配布 され た.今 年は,ノ
ルウェーのセル ロンダー ネ登 山隊がANIの フライ トを利
































1996年7月10日,11日の2日 間にわた り,標 記 シンポ
ジウムが本研 究所講堂 に於 いて開催 された.北 極 ・南極
域 における大気,雪 氷,海 洋分 野の研究 につ いて口頭 発
表45件,ポ ス ター 発表46件 の計91件 の発表 が行 われ,
計145名の参加があった.う ち,海 外か ら8名 の参加があ
った.本 年 は講 演申 し込 みが多 かった ことか ら,各 口頭
発表 は13分の制限時間内での議論に努力 して頂 いた.発
表 は以下のセ ッシ ョンに分類 した.な お,()内 は講演
数 を示す.ド ーム計 画 ・雪氷物理化学(11),海洋(7),
大気 ・気候(6),物 質循 環 ・微量気体(4),物 質循環 ・
エ アロゾル(9).
本年 は,ド ームふ じ観測拠 点での初越冬 を終えてこの3
月に帰 国 した36次隊員が 参加 し,同 観測拠点で の越冬概
要,気 象 ・雪氷観測 結果 を報告 した.厳 しい 自然環境の
中での越冬 観測 ・越冬掘 削 を成 し遂 げ られた隊員の皆 さ
んに心 か ら賛辞 を贈 りたい.
特別講演 として,本 シンポジウムに招待 したロバー ト・
デ ルマ ス教授(フ ランス ・　CNRS)が 「フラ ンス ・ヨー
ロ ッパの極 域研究」 につ いて講演 を行 った.主 にフ ラン
スが関 ってい る国際 的な氷床 深層掘削 プロジェ ク トにつ
いて,そ の概 要 と得 られた氷床 コアの各種解析 結果 につ
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講演中の仏CNRSグルノーブル研究所元所長デルマス教授
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い ての説 明があ り,非 常 に興味深 かった.
また本年 は,招 待講演 と して6名 の 方に 「北 極 ・南極
域 における日本 の研究活動」 についての講演 を依頼 した,
雪氷 分野で は,北 極域にお ける氷 河観 測 について,及 び
ドームふ じ観測拠 点 にお ける氷床掘削 とコア研 究につい
て,大 気分野 では,極 球 にお ける大気微量 成分 観測,及
びエア ロゾル観 測につい て,海 洋 分野 で は,南 大洋にお
ける海洋観測 について.及 び北極 海での海 洋観 測につい
て,そ れぞれ現状 と将来 の展望 についての講演があった.
他 分野の研究 観測計 画 につ いての レビューを聞 くことが
出来 て良かったと参加者 に好評であったが,1件 あた りの
講演 時間が 短か った こ とが問題 として指摘 された,一 般
講演 の制限時 間 も短い とい う指摘 もあ り,今 後の検討課
題 としたい,
最後 に,本 シンポ ジウム開催 にあた って多 くの方々の
ご協 力 を頂いた,ま た,お 忙 しい中快 く座長 をお引 き受
け 下さった皆様にお礼申 し.ヒげ ます.
非干渉散乱レーダー完成記念式典
国立極地研究所が欧州6ヵ 国(英,独,仏,ノ ルウェー,
スウェーデ ン,フ ィンラ ン ド)と 共同で,ノ ルウ.'・.一の
北約千 キロ,北 極圏 にあ るス ピッツベ ルゲン島のロ ング
イヤー ビ ンにおいて建設 を進め ていた大型 レー ダーの完
成 を祝い,8月22日,現 地で完成式 が行われた.同 式 典
には,日 本 か らは,本 研究所の 平澤所長 をは じめ,國 分
名古屋大学太陽地球環境研究所長,中 西文部省審議官(学
術国際担 当),瀧 川文部省国際学術課監理官 らが,そ のほ
か主催 国の ノルウェーか ら教育大臣,学 術会議の長 ら,同
レー ダー建設の計画 を進め て きた各国か らは,学 術 ・研
究機関の長,研 究 者,在 ノルウェーの各国大 使館関係者,
マ スコ ミな どを含め約200人近 くが 出席 した,同 レー ダ
ーは非 －F渉散乱 レー ダーで,直 径32m,高 さ50mの可動
式の巨大パラボラアンテナであ る.500メガヘルツの高い


















主催者を代表 して 日下部文部政務次官が,講 演会の趣旨
や科学への理解を盛 り込んだ開会挨拶を行ったほか,隅
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然 にも当日が誕生 日であ った地元 出身の保利元文部大 臣
も応援 に駆 けつけ,日'ド部政務次官 とのエー ルー交 換 に会
場 が沸 いた.会 場 には,佐 古佐 賀大 学長,山 口佐賀医科
大学 長,「117田九州芸術工 科大学 長 らも来賓 として出席 し,
会を盛 り ヒげた.
講演の 後,記 録映 画 「南極観測」 が上11央され,両 講演
会 とも盛 会 と好評 を博 し終 了 した,
第37次越冬隊員の家族会開かれる
現 在越 冬中の第37次 越 冬隊員の家族 会が,9月20日,
藤井会長の呼 び掛 けにより本研究所講堂で開催 された.北
海道,鹿 児島 など遠方 からの出席 もあ り,24家族,41名
の盛 況 な家族 会となった,会 は,平 澤所長の留守家族へ
のね ぎらいの 言葉 に始 ま り,出 席家族 か ら近況 を まじえ
た 自己紹 介 と越冬隊 員 との通信 の・一端 が披露 され,な ご
やか な雰 囲気 に包 まれた.研 究所 か らは越冬隊の今後 の
日程や託送品の送 り方 などについて説明を行い,ま た,今
年3月 に帰国 した,第37次 夏隊 長の神田教授 が,行 動 中
に撮 影 した スライ ドを もとに夏期 オペ レー シ ョンの成果
や各隊 員の様 子を報 告 した.こ の後,記 録映画 「南極観
測 」の 上映 を行い,記 念写真 を撮影 し閉会 した.
第5回 ヨーロッパ生物 テ レメ トリー会議 にて
学生アワー ド受賞
内 藤 靖 彦
第5回 ヨーロ ッパ生物 テ レメ トリー会議 が フラ ンスの
ス トラスプルグ市で平成8年8月25日 か ら30日に行 われ
た,こ の会議 は4年 に一度 開催 され る医学 テ レメ トリー
会議の 中間年 に行われる会議 で,医 学以 外の生物 分野 を
対 象 に行 っている.今 回は,テ レメ トリー とは異 なるが
デー タロガーによる研究 が各国で急速 に発展 しているた
め この分野 もカバー して行 うこ ととな り,こ の 関係 で筆
者 もコンビーナの一 人 と して参加す る ことになった.会
議 はEU議 会の議場 で開催 され,約250名 が参加 し,日
本か らは,筆 者以外 に12名が参加 した,こ の うち極地研
究 所に関係 する学生,教 官が10名 であ り,極 地研究所が
大 きな存在 であった.
会議 は7つ のセ ッションご とに口頭発表,ポ ス ター発
表 で行われ た.す でに多 くの論 文で知 られ てい るこ とが
発表 されたが,ア メ リカ,ヨ ー ロ ッパの研 究者が アル ゴ
ス システ ムをうま く利 用 し,新 しい技術 を導入 して果敢
に研 究 に取 り組 んで いる姿 が印象的であ った.一 方,水
生動 物の行動研究分野 ではマ イクロデー タロガー を用い
た研 究が非常 な勢 いで進 み,体 内埋 め込み型 ロガーや高
容量 型 ロガー による研究 では,日 本,ア メ リカ,ド イツ
が一段 と進ん だ成果 をだ していた,日 本か らは若 い研究
者 らが ロガー による高 い レベルの成果 を発表 し,注 目 さ
れた.特 に,学 生 のポスター発表では 日本か らの学生が5
つの賞の内3つ を受賞 し,高 い評価 を得た,受 賞 は総 合
研究 大学院大学極域科学専攻 の学生,特 別研究学 生,共
同研 究 を通 して指導す る学生で,い ずれ も極地研 究所 に
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平 成8年8月16日 付 け人事異動

















7月上旬は,4～5日 お きにブ リザ ー ドが あ り,中 旬 は
曇 りが ちの 日が多 く,7月16日 に約1ヵ 月半ぶ りに太陽
をみる ことがで きた.月 末 には,大 型のA級 ブ リザー ド
が来襲 した.
機 械部 門では,雪 上車 の整備 が引 き続 き行われ,冬 明
けの ドー ム補給 旅行 に備 えてい る.ま た,火 災報知器の
点検等 もあわせて実施 された.
超伝導重力測定のための,液 体ヘ リウム充填作 業が8日
か ら16日にかけて行 われ,こ の間電力消費量増大 のため,
発電機 の2機 並列運転が なされた.













7月に入 り3回 の ブ リザー ドとなったが,視 程 が悪 くな
った ことと,多 少 の ドリフ トがつ く程度で,影 響はほ と
ん どなかった.中 旬には雪上車 を動 か し1月 半ぶ りに,燃
料補給 を実施 した.
氷床深層掘削 は,月 末 には1,849m深となった.8月 に
な り極夜 も終わ り,4ヵ 月ぶ りに太陽が戻 ってきた.17日
には燃料 補給 を行 ったが,気 温 は まだ低 く厳 しい作業 と
な った.氷 床深層掘 削は,深 度が増 す につ れ様 々な トラ
ブルがあ ったが,大 きな問題 とな らず,順 調 に経過 した.
月間掘削進 度は,204mで,24日には2,000m深を越 えた.
コア現場解 析 ・処理 は,コ アが脆弱 な深度帯 を抜 けた こ
と もあ り,月 間 処 理 深 度 は300mを 越 え る順 調 さで,
1,604m深の現場 処理 を行 った.
高層気 象観測 は2回 実 施 し,こ れ までに ない高 々度の
観測 に成功 した.医 療部 門では,4回 目の24時 間採血検
査 を行 ったが,特 に大 きな問題 はみ られなかった.生 活,
設営面で も順 調 に経過 してお り.各 隊員 も ドームでの越
冬生活 を楽 しんでい る.
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
平 均 気 温(Meantemp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp,)(℃)
平均 気 圧 ・海 面(Meanpressure,
　 sea|eveD　〔hPa)
平均 蒸 気 圧(Meanvapour
　 pressure)　(hPa)
平均 相 対 湿 度(Meanrelative
　 humidity)　(%)
平均 風 速　〔Meanwindspeed)　(m/s}
最大 風 速 ・10分間 平均(Max.
　 windspeed,10-min.mean}　(mts)
最大 瞬 間 風 速　(Gust)　(m/s)
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【極地豆辞典】
火星陽石
火星起源 とされる明石 は,表 で示す ように現在12個
が知 られて いる.全 部 で約80kgである.こ れ らは数
種類 の火成岩で構成 され,代 表す る3限 石Shergotty,
Nakhla,　Chassignyの頭 文字 を取 ってSNC損 石 と呼
ばれる.玄 武岩,両 輝石かん らん岩か らなるシャーゴ
ッタイ ト,単 斜輝 岩,単 斜輝石かん らん岩 からなるナ
ク ラ イ ト,か ん ら ん 岩 の シ ャ シ ナ イ トで あ る.
ALH84001は斜 方輝岩 であ ってSNCと は異なる.12
個 の半分 に当たる6個 が南 極産であ り,こ の うちの2
個,ALH-77005とYamato-793605を極地研究所が保
有 している.
これ らの蹟石が火星起源 とされるのは,主 に以下 の
二 つの理 由 による.一 つ は,限 石 と同 じ45.6億年 を
示すALH84001を除けば,13億年 と1,8億年の非常 に
若 い結 晶年代 を示す ことであ る.そ の時期 まで火成活
動が続 くことが可 能なの は,そ れな りの大 きさをもっ
た天体でなければならない.小 さな天体 ほど早 く冷 え
て固化 して しまうためであ る,例 えば,月 には30億年
よ りも新 しい岩 石は報告 されてい ない.ま た,　SNC
限石に含 まれる気体 の存在度や希 ガスの同位体組成が,
1976年に火星 に着 陸 したバ イキ ングに よって測定 され
た火星の大気のそれ とよ く一致す るこ とか らである.
ALH84001の中に生命の痕跡 を発見 した とい う,今
年8月 のNASAのD.　 McKayたち の発表 が世 界 の
人 々に衝 撃を与 えた.も しこの ことが事実であるな ら
ば,化 石ではあるが,は じめての地球外生命の発見で
あ り,生 命は地球 だけの特別な存在ではな く,宇 宙に
満 ち溢れているこ とにつながるか らである.し か し彼
らが示 した根拠 は,バ クテ リアの化石様の形 態や,そ
れ にともな う鉱物の生体生成鉱物 との類似性,芳 香族
炭化水素の検 出などで,あ くまで傍証であ り,ま だ決































































南 極 保有機関 発見年 重量
ALH-77005
ALH84001
EETA7900i
LEW88516
QUE94201
Yamato-793605
極地研 ・　NASA
NASA
NASA
NASA
NASA
極地研
1977
1984
1979
1988
1994
1979
480g
l.9kg
7.9kg
l39
129
169
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